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1は じ め に

メッシュデータは各県において活用されている。本県で

も1987年から導入し解析・利用してきた。 しかし,計算時

間の迅速性に欠け,メ ッシュ解析は,農業試験場に限られ

ていた。そこで,こ れらを改良 し,県内各普及現場で利用

できるメッシュ気象 リアルタイム解析 システム (以 下

RAMMシ ステム)を全国に先駆けてメーカーと開発した。

その構成を主な内容を報告する。

2 システムの構成

(1)端末側開発環境

1) ハードウェア NEC PC_9821AP2

2)使用言語   Visual BASIC,Visual C~
●)端末側動作環境

1)ハ ードウェア WindOws3 1が 動作するPCマ シ

ン

16MB以上を推奨

TA又はモデム9600bps

0)メ ッシュデータ作成

ウェザーニューズ社のアメダスデータベースより山形県

内のアメダスデータを受信し,そ れを加工保存した後,基

本メッシュデータを作成しサーバーに保存する。また,サ ー

パーでは端末側からの要求により,基本メッシュ又はその

応用メッシュを作成する。要求 したデータを端末側におい

て受信 し,端末に表示する。

3 システムの主な機能

(1)表示画面の自由設定

1)ビ ットマップ形式保存が可能。

2)凡例の色は,20色から選択(モ ノクロパターン分

けも可能)。 階調は10段階以内で設定。

3)表示エリアを 6段階 (県内全域,普及センター0
で設定可能 (任意地点の気象表,グラフ表示可能)(表 1)。

4)土地利用区分ごとの表示選択が可能 (耕地,水田

等 7区分)(表 1)。

表 1 メッシュメニューー覧

5)県境,海岸線,市町村界の表示及び境界線指定

(線種,色,フ ォント,線の太さ等)。

12)簡易な操作性

1)GUI(グラフィカル ユーザー インターフェ

イス)を駆使 したシステム構成。対話形式による簡単な操

作性。

2)取得データの時系列順ソート機能

3)高速なデータ処理

1)ISDN回線上でファイルを送受信。通話時間の短

縮。通信コストの低洩

2)高性能演算サーバーマシン (SPARCstation20)

導入による高速演算。

4 システムの導入効果と活用

RAMMシ ステムの運用により,普及現場でメッシュデー

タの活用頻度が増加した。これにより,迅速な地域的解析

と緻密な指導が可能となった。一例として,1996年 6月 21

日から7月 9日 までの最高気温の平年差を示す (図 2)。

これは県内全域の水田を対象としており,地域差が把握で

きる。本システムは1995年 より運用したが,若千の問題点

改善や操作性の向上を行う予定である。今後は,GIS(地
理情報システム)な どの広域的情報とあわせた総合解析を

2)メ モリ

3)通信環境
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目指す予定である。

5 ま と め

(D RAMMシ ステムをウェザーニューズと開発 した。

動作環境は,WindOws3 1上でメモリ16MB以上である。

通信形態は,TA又はモデム (9600bps)に よる。

(21 毎時アメダスデータ受信後,時間別,日別,半旬別 ,

旬別,月 別,年別のメッシュデータを作成し,デ ータベー

スに保管する。さらに,端末からの要求でメッシュ演算し
,

ファイル作成する。

13)端末側の主な機能は,表示画面の自由設定,簡易な

操作性,高速データ処理等である。

(41 本システムの運用により,普及現場等でより緻密で

リアルタイムな気象解析が可能となった。

図2 メッシュ図作成例
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